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所 報

令昭和38年度調査研究課題一覧

I 「アジア経済の長期展禎」 に関する調査研究

1970年におけるアジア諸国の経済発展の子測を目的と

して，前年度から 2カ年計画で調査研究を開始した「ア

ジア経済の長期展望」について， 8月に中間報告，本年

度末に最終報告を行なうため，次の各委員会を設けた。
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委員会名 趣 旨

総合委員会，-
木研究全般についての統i)店を行な
）。

| 

委 員会名 趣 旨
曰

....... 

調 整委員会 I分科委員会の活動の闘整および研

究成果の媒大成を行なう。-・ --・・・ ---・-・・・-....... 

総体予測委員会
•. ----・・・・・― ー ・ • 

資源委員会
分科委 員会においては，各担当す

工業委員会
る側面か らの総合的拙礎的研究を

農業委員会
行なう 。

貿易委員会

II 研究委員会

本年度の地域別研究について，内部職員の充実を志向

しつつ，次の課題により行なう。

課 姐 名 主 杏 名

第 2次 5カ年計両期中 ！ 山 本秀夫
国経済の特質 I （股菜総合研究所）
. ・-・-・・・--・ ..... 

中国経済成長の長期展 I石 川 滋
望 ！ （一抵大学助教授）

趣 旨

i新中国の経済発展計画の変化の本質につい て政策の木質究明，疾化の
｝発生，その歴史的経過および新体制，新政策を研究。

1 中国の第 1,2次 5カ年計画の経済成長実糾および成長決定要因を某
，礎として，国際経済， 日本経済との関係を研究。

箱： 本 武 治 ！l1本の対蔀貿易拡大および経済協）Jの（足進とい う政策鄭坦と の関辿に

（アジア紆桁Iif ＇JY, i• i) !おいて， 「t業化」 の1民開過程とその社会経済（l勺背限 と紡闘Iー：業のI|:
恥研究畔 ） i産犀麟に ついて実態分析を行な う。

スカルノ体制の基本間 1 岸 幸 --． , 1955年総選平以降に おける厳会主義の衰姓，軍の採頭， 経済描追との
題—経済不安と政治
指薄 （研究駕'f4'’l恥 I―l ) 

アジア経済研究所，u',!1i.’ 関連においての地方的矛盾 0)爆発の過捏笠を分析の 1~., 四イリアン解
放後の政治と経済を研究。

東南ア‘’’アの食料l・飼：斎藤ン
···-• 大・ | •東南 アジアの食料・ 飼料経済について，過去の成果に立脚し つつ ， 地

料経済
（アジア経済研究所，慨fi.)i」戒 ・商品・生産・流通悴の面においてさ らに発Jjーとさせ，統一的研究を

I 研究爵瑚 3,i耀紐＇ ） ＼企図する。

工業化における企業者 わ
アジア経済研究所，淵針91iJf: 

JI•• 一 郎 ！低開発国経済諸主体の牛＇改＇［に ついて，企業者粕の歴史（lり過程と社会的・

層の形成と役割 1（究部第3，鴻炉暉心れ，＇） i経済的条件，政策の決定と実施についてi11(-1リ］す る。
．．．． ．． 

アフリカ諸国の経済開 ： 藤 田 弘 ニ アフリカの経済開発と EECとの関係について，EECとの連合制度，

発と EEC '（アジア絆済研究所調介， 関税悴壁，西欧諸国の資本の進出等について研究するとともに， アフ
，研究部第 6,l'l繹 Lと ） リカ語国の国家権力の実体についても研究。

中近面の社会変動ーー・ ! 林 武 ，III：界史1i勺規模における構造変動のインバクトを新郎諸国の例から社会
経済発展の社会学的研 1 （アジア経済研究所i{i.)!動学的接近を試みて社会変勘の方向と質とを国際的に比較研究するこ究一— 研究叫第5叩 i.グi ) : ，とを可能にする方法）用諭の確立を求める。

;ftアフリカにおけ る石 野口雄 —•• 1—!「i
| • I北アフリカの石油開発と 1-tt界市場，国際石油資本との関係等を中心に

油開発 ' （武蔵大学助教授）
1 アルジェリア， リヒ ア，モロッコ ，エジノト，チュニ ゾアを対象に(Jif

• •一· •......... ，究。 9

アンデス諸国の経済I}fll大 原 芙 範 lチリ，ペル，アンテス山脈にまたがる語国を対象に，工業化の実施状
発 ＇（アジア経済研究所濶4t）：況，股業開発，鉱業開発，経済開発計両の内容等の経済開発状況を/ill・

； 研究部箱 7：讃代室艮 ：>,¥' 
― _____ i • 一•一ー·ー· •----9-・・ー！．」位・"-・-．ー一ー 一••-•一ー...．．ー•-•—--------•---•• •一•• • •一 . . ... .. . ー ・・•• ---・ ••一· · •• -・・ ---・・ •一一
土地（・地）改＇ （i．と農 ＇ 中 岡 三 益 i 35, 36年度の調脊に引き続き，＇ ii)I鮮とアラプ連合共和院を対象に， 991-．9

業生産性 ＇ （孤翡附＇ f究iW)；地改．991ば：以後の農業生産性の変動について調壺。
．．．ー・ ................ -----..... 

台湾工業化の実態

パキスタンの工業――-I 
その発展を規定する条 ：

件の基礎的研究

アジア諸国の農村経済
構造

貿易マトリック作成

貿易マトリックス分析 '

加 藤 長 雄 i前年度の成果に立脚して， バキスクンの口「．業化の現状 と諸問題につい
＇ て，資本 ・経1；[；形態 ・市場 ・ 労鋤 •国家政策の諸面か ら調森

·~· • ・”―. ・---・-ー ・・~ー· •ー・· • • • ● ● • -” ~•一··”-．． ~ ． • -~ ---・ • ---- •-• ・-• • • • • •ー·• ·~ 
旗 手 剃I lアジア諸同の経済活動および生産 と流凪をめぐる諸関係に ついての現
（国立1」1会図渾，i州 ：地調森から収集し た報告，統計をその国の社会経済的発展のなかでイ立
立法考輝濃村課 ii毅づけ， 日本との比較を試みる。

• • 一 • • • • • • • ••• ·—· •--・ ・ • ・ ・ ・ • ● • ・ • ・ ・・ ~.. . ．． ~. .．---• • • • • 一・ •ー・・· • • ー・• • • •~ ・・・・― ▼ ● ● •一•---. .~ • • -- • • 
大 泉悦郎 ・東南アジア貿易マトリックス作成，国際機関との磁気テー プの交換，
（アジア経済研究所 先巡国を含む貿易マトリックス作成の）店礎準備のため，品日，国名，
統計濶疇艮 ） 単位等の cod_eの統一，先進国のマ トリックスの要索研匹等。ー・

渡辺経彦 1959, 60年の表作成委員会の Controlmember, UN, 0ECDの資料咎
より，比較的アグリ ゲートされた分析）Tlマトリックスを recompileし，

（学や／院）く学教抒） ！これを分析。
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m 部内研究

調査研究部における個人研究 として， 次の 2課題について調査研究を行なう。
---------------,- ------• ------―---— —• ---- ----・ー・ •------------・----・・. 

課 題 名 i主 壺 名

マラ ヤの中央政治指導
＇ 趣 旨------ . ---・ -----------・---- --------- - ------------- ------

長 井 信 ー Iマラヤ，特にイギリス植民地支配の政治的・ 経済釣インバ ク トを異な
層 と地方政治指淳層
一ーその社会経済的基 （アジア経桁研究所調脊rtlf る程度に受けた地域を選び，今日のマライ系住民に対する政党と経済
盤 究部第2湖＿杏室長心1り ）！開発計画のインパク トを解明。
-----＿ ＿ ＿------——-—-i —------―-----_:.._＿ ＿ __- ----・---- ------- -• --------•- -・―-------．＿ ＿ _ 

インド国民会議派の産
大 内 穂 イソド国民会厳派の1956年産業政策声明を中心に，当時の具体的政治・

業政策 1 （アジア経済研究所濶究 経済情勢と の関連で，経済発展への国家の介入の問題に関する 会談派
研究蔀第4謁査室 ） の態度を解明。

----------------- ● --- -- - ----- ---- --- - - ---------- --- . --- -・ ---------------

w 委託研究 本年度の委託研究と して，次のものを行なう。

・― 
| 

--- ------------ -. -----------
課 題 名 ・ 委 託 者 1 趣 旨

ー-------------•---.---. -----一----
I | -----―-----—•-----------•------• • 一 -- .-- : ー··―--- - --•一

シベリ ヤ開発 と日ソ貿 池 田博行 ソ連のシベリ ヤ開発に伴い，日 本の対ソ貿易拡大の観点から， その政
易 I (1/｝修大学助教授） ＇策， 実態， 開発に伴 う資本財の輸入需要，問題点等について分析。

------------------ . ------------- --- I ------- ．．-- - ----- ．．・  - ------ --- -- 一 .. --. ----・ -

宮 下 忠 雄 1社会主義体制下の中国の経済建設過程における通貨，金融の役割と，
中国の通貨金融制度 l （神戸大学教授） ；制度 を研究。

| 

粛南戸元尋げる フn ―[―•ー． ―-一—ー―---□葎 亨 ジテ藷 面だ詞る プラ ジ亨―ニ―ジ：ージの廃展―経過，ー変貌 を窃詞―し.;

ランテー ショ ンと経済
深沢 八郎

1 （股業粽合研究所所只） 至—
今後これら の国にお いてプ ラソテ ー ョンが経済発展に果 たす役割を検

発展 --------- - ---|― ----—•- ----1--;丸。— - -- - • -・ ---- - ----

エチ オピア帝国の経済 末続 吉 間 経済発展に努めている エチ オピアの実態を，烏穿および外同賢本によ
発展ー ： （三JI物産業務部嘱託） る経済的支配を中心に｛□1。

--• ----ー・

プラジル工業化 とイン iPりー1iiJ富--I屑―-Iプラジルーの五業化 とそれに伴って出てぎたインフレーションの枠しい
フレー ション （神）i 大 学） ，進向 の工業化に及ぼす効果 を検討。

. -------... . -------一--------

韓国の統計事情 l 姜 伍 全 1 統計事情調査の行なわれてい ないアジ ア諸国 のうち，最 も緊急の必要
叩旬暉統計麟） にせ まられ ている韓国についてその統計事情 を調査）

北川 曲 ！昭和37年度の調面―に引き紬き，現地調背て得ら れた資料を加に，メキ
ぷヲ；

中南米の統計事梢 1 
! （統計）＆郡L―,}審代'(?；) ' 

シコ ， プラジル， アルゼソチソ，チリ ー節について，さらに粕密な調

': 

I脊研究を行なう。

韓国経済の産業連関分 朴 灼 日 韓国におけ る関連表担当者である 朴氏の米日 を様に，韓国経済；汁両の
析 ； （韓 国企 IIiii院） 概要，産業関連表， 韓国経済の産業関連・分析を委託。

アジア諸国生産水準の 篠原 ＝代 乎
・ 日本を基準とし五―37年度の研究に引き続 き， ｝店•,'組をインド ，ア メリカ ．_． 

比較 (-船大学教授）
イギリスにおいた場合のアジア諸国の生産水称をg!:II¥し，その分析を

---------- I 行なう—° ----.＿ --- - -

アジア諸国等の租税紺lj 林
大 ‘~ 1 36,. 37年度に引き統き， 台湾， フィ リビン，バキスクソ， ビルマ，イ

坦
度 （大政省主税届｝） Iン ドネシ ア等を対象地域と して経済 ・財政的背骰，税法休系， 税務行

限際租税課長 lー政，租税制度 ・政策等につい て継続調査。
I 

インドの人的資源と教 ＇天城 黙
育投資 l （文部省潤糾l長）

37年度に引 き続い て，インドの教育投資の経済発展への＇がりこ 率，人的
資源の質鼠，政府のマ 、ノパワ ー計画等について濶裔研究。

アジア諸国の経済法 |l村 田力 蔵
フィ リビン I （康京大学教授）

:35年からのインド，バ キスクン，マラ ヤ， ビルマ，セイロソの経済関
係法の調壺に続き ， フィ リヒ゜ンについて，憲法l_-．の経済関係規定，外

国投資関係法，貿易為替管狸法，企業関係法等を解明。

インド農業の基本間題

ー・

イン ドの人 口構造 と経
済発展

• -----・ --． 

西 村 甲 ー iィンド農村の経済 ・社会・政治梱辿の究叫と， インド政府の典業政策
（日本牒潔研究所即ll) Iについての検討。

南 亮 三 郎 lィ ・ノドの人 口趨勢その入し本的 ・社会(I勺NIi如およびその経済樅砧と政
(I・l1央大学教授） 1府の人 日政策を研究。

-・---・ --・・ -----・・・ ・ -- . --
政治的統合といわれる マ レーシア連邦計画の経済的側面について，（l)

マレー シア計画をめ ぐ I1村 田 直 作 ィギ リス資本の地位，（2）華僑資本の動向，（3）日 本の経済 協力の あり方，
る経済情勢分析 l （成城大学教授） （4）連邦加盟 5地域の貿易，経済梱造，（5）共同市場の可能性等の語事項

を調査。
, . . . . I ・1959年 6月互炉で藉結施行 されたi！りアプリ カ関税同盟について，（1)1司

i柑アフリ カ関税同盟の i青木 得 治 盟結成の経綽， （2）同叫の内容，（3）同皿の迎営，（4）同盟と西アフ リカ経
現状と問題点 ！ （関東財務局即財課， 済の関係等を 明らかにす ることによって， アフリカ における経済統合

-- ！の可能性 を検討。
ー ・一 -・----・ー・----------.---------・-・-----一・・ 一・----・-・ー ・一 ー•-- -• • ---•ー ・ 一 —-- ．ー・・一•------- ー・-・・

I I I 
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令FAOアジア極東地域事務局長の来所

7月17日， 国連食規農業機関 (FAO)アジア極東地域

事務局長アサスディン博士が当研究所を訪れに。同博士

は， 日本農業に関心をもたれ， この点について東畑所長

と懇談 されたはか，当研究所の調査研究について怠見交

換を行な った。

令「アジア経済の長期展望作業進捗状況」

〔調整委員会〕

1. 委員会の開催

(I) 第 4同委員会 (7月2:3I'!) 

現在までの研究経過の説明を各委員長より報告。

中間報告の作成にWIして質疑応答および調照。

［総体予測委員会7
1. 委員会の開催

(l) 第24回委員会 (7月13日）

中間報告のフレームの検討および各国のG NPO) 

成長率について討論。

(2) 第25回委員会 (7月201])

各委員の担当事項，担当国別の研究進捗状況が報

告され．調府事項を検討c

(:l) 第26回委員会 (7月27日）

笞浅より中間報告・までのスケジ ュールの説明があ

り，総体予測委員会との調整を行ない，あわせて委

員会の中間報告のフレームを再検討（）

(4) 第10同貿易小委員会 (7月18「I)

事務局側より 主要商l’ii¥0泊認ll地域別輸人のデーク

ー作成経過およびその計剪終了の予定について説

明。中共0)主吸］砧',0）アジアからの輸入について0)

データーの作成および低開発地域（アジア，ア フリ

叫 ラテン ・アメ リカ） 問の先進括l向け愉：・1}に関す

る競合のIl!]｝姐につし、て，分担をきめて研究すること

になった。

2. 事務局の作業状況

(1) 東南アジア諸国の総休予測委i．． ーし会1於l係のデータ ー

の再チェ ックと電子叶箕機による再計賃l:。
(2) アジア 18叫JilのSITC三桁分類によ る廂品別の

1960年アジア域内輸出（再帷出）のデーター作成。

(3) 作成資料

〇部内資料 No.6 2, 総体予測委員会資料 No.16, 

『東南アジ ア経済長期展望ー中間報告メモー』

〇部内資料 No.6 5,貿易委員会資料 No.3,『1965

年および1970年における東南アジアの愉出規模』

3. 今後の予定

中間報告のフレームの決定をみたため， 8月1:11=1ま

でに各自分担をとりまとめる。電子計卵機による再訂

賃［および部門別予測値0)iI•符をそれまで 1'こ完了する。

〔農業委員会］

1. 委員会の開催

第22回委員会 (7月20日）

中間報告内容と作成要網につき打合せを行ない中

問報告品目と各委員の執旅分担を決定。

1 9 2 

2. 事務局作業状況

(1) 需要予測値と生産趨勢値の再検討分を電子計算機

にて算：．t:中。終了分につぎ検討を進行屯．、

(2) 作成印刷資料

〇祁I'、]資料 No.53, 農業委員会資料 No.Hi,『茶・

天然ゴム生産高推叶のための資料』

〇部内資料 No.59,}llk業委員会資料 No.17, 『1」•

椛•砂糖生産高推計のための資料』

〇部内資料 No.61, 農業委員会資料 No.18, 『米

の生産高推計のための資料』

3． 今後の予定

(l) 需要弾iit値と術要予測値の'if,1:出と検討を継続。紺

要予測1こついては今後，国際比較分析など各柿の検

討を進める。

(2) 中問報告の執筆に入るため委員会は当分開催しな

し‘

゜［工業委員会 l`

1． 委員会の開催

(!) 第 l()-9小委員会 (7月4H) ：紙・板紙

197(）年予測方法について検討。

(2) 第11|r.il委員会 (7月191=1)

I. 新委員の紹介 古川佐吉委員（如翻戊省JlifH淵

付，謀艮）， 井上武久委員（通1l躙業省通商l,，｝通1窃、裸此），

戸Itl弘元専門委員 (II本鉄絹述盟讃!ii,，｝），河合II酋久

専： t＂• I委員（紙・パルつ連合会）

2． 中「閏報告執敲打合辻 •,h務局原案「工業委員
会中閻報告執筆要領」の検討を行な＼ヽ 、執喰分

担を決定。

2. 事務局の作業状況

作成賓料

〇工業委員会資料 No.17,『アジア詔l組1の粗鋼牛．iii,:・
見掛副・化・輸出入統計表JI

〇工業委員会資料 No.18, 『イント第 3次5カ年計

雨における主要1-．．業製llll＼の‘謁要予測ーその方法と

資料の紹介ー』

OT．業委員会資料 No.19, 『アジア諸国の化学T業
における最近の開発とその展哨』

「資源委員会l
1. 委員会の開催

(!) 第8回委員会 (7月19日）

電力 (ifり外屯力糾令会），原油（国ll泣j；如連盟），鉄鉱石 （八

幡製鉄（株）） の各小委からそれぞれ中問報告の原案I•こ
ついて報告。

(2) 第 9回委員会 (7月19IJ) 

非鉄金属ースズ，鈴l--（三’.J「金叫ば（株））， 1蘭製品

(II本揮発i1!1(!朱））の小委員から中間報告原案1こつき報告

したのち， 8月下旬に次回委員会を開くことを決定。

2. 冑務局の作業状況

「ア ジア地域のエネルギー需給パランス表」(1950-

60)表を使っ て，電子計算機による1970年予測値算出

のための資料作成。




